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顧客
石油・ガス会社
ガス/電力/化学/
医薬品/食品/病院他

総合商社

政府系／
国際金融機関

損害保険会社

エンジニアリング
コントラクター

設計子会社

ベンダー
（各種機器ﾒｰｶｰ）

重工/鉄鋼/機械/電気他

運輸会社
陸運/海運

サブコントラクター
（各種専門工事業者）
ゼネコン/配管他プライムコントラクター

コンストラクション
（建設）

フロントエンド
エンジニアリング

フィージビリティ
スタディ

見積

エンジニアリング
（設計）

プロキュアメント
（機材調達）

運転・
メンテナンス

E P
C

3

一言で言うなら、

“国際的プラントエンジニアリング会社”
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新エネルギー

石油精製

医薬・医療・研究施設

天然ガス処理

一般産業・環境

発電

石油化学・化学

石油・ガス・資源開発 LNG
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発電・造水

 

（サウジアラビア） 太陽熱発電

 

（スペイン） 海水淡水化

 

（中国）

ＣＤＭフロン分解

 

（中国） 原油天然ガス生産

 

（米国） 医療施設

 

（日本）
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石油・ガス・
天然資源
51.7%

石油精製
5.5%

LNG
29.5%

化学
4.0%

発電・原子
力・

新エネルギー
1.9%

生活関連・
一般機械
5.1%

環境・社会施
設・情報技術
1.6%

その他
0.7%

１．日揮とは？→１．日揮とは？→
 

ｴﾈﾙｷﾞｰ･化学、中東が中心ｴﾈﾙｷﾞｰ･化学、中東が中心

分野別受注残

11年3月期
11,896億円

地域別受注残

11年3月期
11,896億円
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ｹﾆﾔ

 
１件

ｱﾙｼﾞｪﾘｱ

 
35件

ﾅｲｼﾞｪﾘｱ

 
16件

TotalTotal

 

127127
 

ProjectsProjects

ｱﾝｺﾞﾗ

 
3件

ﾘﾋﾞｱ

 
１件

ｴｼﾞﾌﾟﾄ

 
2件

ｲﾗﾝ

 
7件

ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ

 
24件

ｵﾏｰﾝ

 
３件

U.A.E ６件

ｶﾀｰﾙ

 
10件

ﾊﾞｰﾚｰﾝ

 
９件

ｸｳｪｰﾄ

 
8件

ｲｴﾒﾝ

 
2件
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１．日揮とは？→１．日揮とは？→
 

中東・ｱﾌﾘｶにおけるﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実績中東・ｱﾌﾘｶにおけるﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実績



イタリア
(10)

中国
(10)

韓国
(20)

北米

 
(10)

フィｌリッピン
(1400)

シンガポール
(700)

インドネシア
(600)

アルジェリア
(250)

ベトナム
(100)

2011

サウジアラビア
(600)

日本国内
4,800

8,500人（国内4,800人、海外3,700人）
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61 カ国 52,000人

アフリカ諸国 0.2%

東欧諸国 0.1%

タイ/韓国/中国 /マレーシア/インドネシア 6.9%

英国/西欧/北米 1.1%

インド 34.5%

日本 0.2%

ネパール 19.5%

フィリピン 23.2%

パキスタン/バングラデシュ/ スリランカ 11.0%

南米諸国 0.0%

中央アジア諸国 0.0%

トルコ/エジプト/シリア/レバノン 3.3%
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-日本式ﾜｰｸﾏﾅｰのﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ
-日本人社員のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教育

ｶﾀｰﾙでのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの例



JGC
 

GULF
 

International
2008年7月設立
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従業員数

 
600名

日本人ｽﾀｯﾌ

 
050名

ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ人

 
120名



Copyright 2009 JGC all rights reserved

JSAAC (JapanJSAAC (Japan
 

Saudi Arabia Academy Center) Saudi Arabia Academy Center) 
in in KAUST(KingKAUST(King

 
Abdullah University of ScienceAbdullah University of Science

 
&Technology )&Technology )
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・
 

日本講座
・

 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ

・
 

共同研究



日本の紹介を目的とした英語による本格的な動画コンテンツ視聴サイト。
日本の産業・技術と、それを支える日本の伝統･文化紹介の二本立て。
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KICPとは：
KAUSTにおいて、企業（グローバル企業及びローカル）との共同研究開発を
促進、パイロットプロジェクトの紹介、実証、実用化を推進するためのプログラム。
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第１期

 

2007年7月4日～2008年1月20日

 

8名
卒業後の進路

JGC Gulf International

 

3名

Saudi Aramco

 

4名

第2期

 

2008年7月20日～2009年1月18日

 

6名
卒業後の進路

JGC Gulf International

 

0名

Saudi Aramco

 

0名

第3期

 

2009年7月11日～2010年1月25日

 

10名
卒業後の進路

JGC Gulf International

 

3名

Saudi

 

Aramco

 

１名

第4期

 

2010年7月3日～2011年1月16日

 

6名
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King Fahd University of
Petroleum

 
and Minerals: KFUPM 



勤勉 /
 

勤労精神
責任感が強い

協調性が高い

正確で几帳面

我慢強い
人情が厚い

躾

約束を守る

誠実で親切

整理・整頓

清潔感

知的レベル・技術力が高い

忠誠心が強い

日本人の国民性に強い好感
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公益財団法人日揮・実吉奨学会公益財団法人日揮・実吉奨学会

19681968年年

 
設立設立

延べ13,354名の日本の学生へ

 

奨学金を貸与

延べ

 

1,986名の若き研究者に研究費を助成

延べ

 

4,714名の海外からの留学生へ

 

奨学金を給与

・2008年度より

日本にとって非常に重要な石油・ｶﾞｽ資源国の人材

育成に資するため、中近東・ｱﾌﾘｶ・中央アジア圏からの

私費留学生特別枠を設定。

・事業費規模：

 

年間3000万円程度

・対象者

 

：当財団指定31大学の理工学の大学院

及び学部の私費留学生に対し給与。

定員20名

・20１１年度は15名の学生が、日本の14大学に

 

留学中。
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イラン

アゼルバイジャン

エジプト

スーダン

ナイジェリア

アルジェリア

2011年度留学生の出身国

クウェート

（

 

）数字は累積人数

(1) (3)

(1)

(8)

(1)

(2)

(3)

リビア

(1)

(1)
イエメン

ウズベキスタン

(1)

(1)

カザフスタン
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語学力

専門知識力

場数

動機づけ

思考力

論理性

創造性

実行力

交渉力

管理力

指導力

＜育成＞

＜活動＞



1.

 
日本からの教育・文化協力は今がﾁｬﾝｽ!!
“日本らしさ”を解り易く、独自性を工夫して

2.

 
ｱﾗﾌﾞの女性の高等教育・社会進出をﾀｰｹﾞｯﾄに！
開放の足音が聞こえる

3.

 
GCC経済圏に理科系能力養成のための日本の一貫性教育拠点を！
入口としての日本語、初等教育から日本の大学への留学、日本企業へ

 の就職という出口までの戦略的ｽｷｰﾑ

4.

 
高等教育と研究開発との一体的協力ｼｽﾃﾑ
日本の大学、大学院の研究室（先生と学生）単位で送り込む

5.

 
日本企業への公的支援政策として（特定企業支援にならぬように工夫）
・日本企業のｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ助成
・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ学生の現地日本企業就職を奨励
・日本の学生の海外現地企業への就職を奨励

19



20
日揮株式会社


	中東地域への教育・人材育成協力
	Contents
	１．日揮とは？
	２．世界に広がる日揮の人財ネットワーク
	３．多国籍ワーカーのマネージメント
	４．サウジアラビアの現地法人
	５．日本・サウジアラビア　アカデミーセンター(JSAAC)構想
	６．サウジアラビア工科系大学(KFUPM)学生のインターンシップ
	７．日本人のコンピテンシー
	８．産油国向け奨学金制度
	９．グローバル人財力向上の好循環
	１０．論点提起

